
平成１３年度試験研究成果

区 分 指 導 題 名 農作業改善のための労働負担測定評価方法マニュアル

［要約］農作業改善のために必要と思われる、労働負担測定法及び評価手法等について、実際の

測定事例を基に分析し、簡易に実施できる測定・評価法を整理するとともに、新知見を含めマニ

ュアルを作成した。
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１．背景とねらい
県内においても後継者の激減、高齢化の進行等に伴う労働力の不足と弱体化が深刻な問題となっ

ており、農業労働の改善・快適化の推進が重要となってきている。このような中、技術の進展・高
度化に伴って、複雑な形での労働負担を測定・評価する手法も大きく変わってきている。

そこで、普及現場等における農業労働の快適化・改善指導に役立ててもらうことを目的に、簡易

に実施できる測定評価法を検討し、新知見も含め労働負担測定評価手法のマニュアル化を図った。

２．技術の内容
労働負担測定法及び評価手法等について、実際の測定事例等により分析し、簡易に実施可能な

測定・評価法の特徴及び利用法を整理した。

(1)簡易に実施できる測定・評価法（特別な機器不要）
ア、作業姿勢評価：目視またはビデオ画像から瞬間観察法(ｽﾅｯﾌﾟﾘｰﾃﾞｨﾝｸﾞ)等により姿勢を記録し､

姿勢区分評価法追加版(H12成果)、ＯＷＡＳ法、等の姿勢評価法により評価を行う。
①現場で簡易に作業の評価・改善を行いたい場合は、現場で即座に記録・解析ができ、改善

点を明らかにできるＯＷＡＳ法が、利用しやすく、かつ有効である。
②比較的速い動作の作業や詳しく検討する場合は、ＯＷＡＳ法で改善点のチェックのみ行い

負担レベル判定には姿勢区分評価法追加版や心拍数評価を用いる。(併用する)
③動作が早い場合は、ビデオを活用し、記録間隔を10秒、５秒と短くすると精度が高まる。

イ、自覚的症状調査：作業負担や疲労感について質問紙などを介して評価する最も基本的な方法。

ただし、疲労原因が作業のどの部分から影響を受けているかは分析できない。
ウ、人間工学的チェックリスト：作業負担・環境の改善対策があらかじめ盛り込まれている対策選

択式のチェックリストで、農業分野では、農作業現場改善チェックリスト(生研機構編)があ
る。農家でも使え、全般的な作業改善・事故防止等の有力な手段となる。

(2)測定機器が必要だが実施可能な測定・評価法

ア、心拍数評価：身体労働等の評価で有効。簡易な時計型心拍計等により測定も容易。被験者や測
定日時が異なる作業比較では、ステップテスト等の標準負荷による校正が必要。なお、静的

作業や軽作業(110拍/分以下レベル)では適正に評価できない点に留意する。
イ、フリッカー値：一時期、代表的な疲労測定法と考えられ広く利用されたが、疲労原因の特定は

できず、また、適正に測定・評価するには熟練を要するため注意が必要。

(3)測定・評価上の留意点
ア、被験者に測定することを意識させないよう配慮し、測定者は被験者の視界に入らないように、

できるだけ離れることが望ましい。特に、心拍測定では精神的影響が出やすいため、要注意。
イ、実際には、特定作業の労働負担を一つの指標のみで正確に評価することは困難であり、作業時

間動作・姿勢等の調査と、作業中・前後の生体機能の変化の測定や、疲労の自覚症状調査を実
施し、それらの結果を総合して評価することが必要となる。

３．指導上の留意事項
(1)農業者の高齢化が進展する中、持続的に農業経営を維持するためにも、経営的側面の省力化だけ

でなく、軽労化の視点で検討を加えることが重要である。
(2)労働負担を測定・評価することは目的ではなく、手段であり、その結果に基づき、必要な対策を

打って、働きやすくすることが最終的な目的である。
(3)温熱環境、照度、騒音等の物理的作業環境については健康障害発生防止のための様々な評価指針

が設定されており、これら作業環境を測定・評価することも、作業改善の有効な手段の一つであ
る。ただし、これらの評価指針は農業を対象としたものでない点に留意すること。
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７．試験成績の概要
(1)測定事例（一部抜粋）

【大根収穫作業における、ＯＷＡＳ、姿勢区分評価法追加版での測定・評価事例（一部のみ）】
ア、試験場所：岩手県農業研究センタ－内圃場

及び 岩手郡岩手町御堂 現地圃場
イ、供試機械：Ｋ社製 大根収穫機 Ｋ・ＤＨ－２１０

（全自動収穫方式・トラクタ装着型）

ウ、調査方法：大根収穫作業時の作業姿勢をビデオ撮影、
ビデオ画像から作業者の姿勢分類(区分)

別の発生頻度を目視で読み取り（１秒単
位でチェック：ｽﾅｯﾌﾟﾘｰﾃﾞｨﾝｸﾞ法）

＜ＯＷＡＳによる作業姿勢評価結果＞ 写真 大根収穫機作業者

単位：％、( )内は判定AC表１-１ 部位別評価①：背部及び上肢の姿勢分類・発生頻度

部位 背 部 上 肢

分類 １ ２前後に ３ひねる ４ひねる １両腕が ２片腕が ３両腕が
区名 まっすぐ 曲げる or横曲げ ＋曲げる 肩より下 肩より上 肩より上
①収穫機 作業者 17.4(1) 5.4 (1) 59.7(3) 17.4(2) 98.1(1) 1.8(1) 0.1(1)

②慣行抜取作業者 7.4(1) 33.5 1･2 0(1) 59.1(3) 100(1) 0(1) 0(1)( )

単位：％、( )内は判定AC表１-２ 部位別評価②：下肢の姿勢分類・発生頻度

分類 １ 座る ２両脚伸 ３重心の ４両膝曲 ５重心 ６膝を ７歩くの
区名 張で立つ 片脚伸張 げor中腰 片膝曲 床 つく or移動げ に
①収穫機 作業者 60.7(1) 6.9(1) 30.0 1･2 0 (1) 0(1) 0(1) 2.4(1)( )
②慣行抜取作業者 0(1) 31.1(1) 60.5 (2) 2.5 (1) 0(1) 0(1) 6.0(1)

※OWASでは、姿勢毎の負担度と改善要求度を４段階のＡＣ(Action category)で判定。

ＡＣ１(問題なし) ＡＣ４(この姿勢は筋骨格系に非常に有害、ただちに改善すべき)～

＜姿勢区分評価法追加版による作業姿勢評価結果＞

表２ 姿勢区分発生頻度及び総合評価

姿 勢 区 分 別 発 生 頻 度 （％） 加重 10ａ当
区分 Ｉ２ Ｉ Ｅ2h Ｅ２ Ｄ Ｂｈ Ｂ Ａｈ Ａ Ｕ０ 平均 作業

区名 評価点 7 6 7.2 6 4 1.2 1 1.2 1 2 評価点 負担度
①収穫機作業 0 0 16.9 5.4 0.1 13.1 1.4 47.2 13.5 2.4 2.5 11.2
②慣行抜取 36.4 52.3 0 0 3.2 0 8.1 0 0 0 5.9 60.0

※区分記号のｈはねじれが加わった姿勢。該当しない姿勢区分は表記を省略。

10ａ当作業負担度：加重平均評価点×10ａ当作業時間(h/10a)

(2)マニュアルの概要
表３ マニュアルの構成内容

Ⅰ、測定事例

野菜移植、大根播種、大根収穫、キャベツ収穫、調理用トマト収穫改善事例
水稲ロングマット苗移植体系 等

Ⅱ、労働負担の測定・評価項目分類
用語解説、外的負荷を受けた生体反応の計測、姿勢・動作の測定、評価法

Ⅲ 実際の測定と評価の方法
１、心身反応：心拍数、自覚的症状、フリッカー値、特殊機器が必要な測定法

２、作業姿勢・動作：姿勢・動作の測定手法、姿勢・動作の評価法

３、物理的作業環境：温熱環境、照度、騒音、特殊機器が必要な測定法
４、人間工学的チェックリスト

Ⅳ 参考資料：各種調査野帳様式、労働負担の特性～測定評価～軽減対策手法


